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■ 

商
品
券
の
発
売
は
７
月
６
日（
月
）か
ら

甲
佐
町
商
工
会
で
開
始

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
町
民
の
生
活
支
援
と
地
域
に
お
け

る
低
迷
し
た
消
費
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
７
月
６
日
（
月
）
よ
り
甲
佐
町
商
工
会

に
て
、
町
内
の
事
業
所
や
店
舗（

飲
食
店
含

む）

で
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

商
品
券
は
、
た
ば
こ
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
の
購
入
や
公
共
料
金
の
支
払
い
な
ど
に
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
一
般
用
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

１
冊
１
万
円
分
（
５
０
０
円
券
×
20
枚
）

の
商
品
券
を
５
０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

▼
購
入
対
象
者

　

６
月
１
日
（
月
）
時
点
で
甲
佐
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

※ 

購
入
対
象
と
な
る
全
世
帯
に
、
購
入
引
換

券
を
送
付
し
ま
す
。

※ 

購
入
引
換
券
の
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
数

　

９
０
０
０
冊

※ 

優
先
販
売
期
間
（
７
月
６
日
（
月
）
〜

７
月
31
日
（
金
））
は
１
世
帯
２
冊
ま

で
購
入
可
能

※ 

８
月
３
日
（
月
）
以
降
は
販
売
会
場
へ
の

来
場
者
１
人
に
つ
き
１
冊
ま
で
購
入
可
能

▼
商
品
券
の
優
先
販
売
に
つ
い
て

　

販
売
窓
口
の
混
雑
や
販
売
場
所
周
辺
の
道

路
混
雑
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
各
地
区

ご
と
に
優
先
販
売
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

町
か
ら
送
付
さ
れ
た
購
入
引
換
券
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

７
月
６
日
（
月
）　

宮
内
地
区
お
よ
び
甲

佐
地
区
（
東
寒
野
・
西
寒
野
・
上
豊
内
・

下
豊
内
・
岩
下
一
区
・
岩
下
二
区
）

・ 

７
月
７
日
（
火
）　

甲
佐
地
区
（
緑
町
・

仁
田
子
・
大
町
・
横
田
・
有
安
）

・
７
月
８
日
（
水
）　

竜
野
地
区

・
７
月
９
日
（
木
）　

白
旗
地
区

・
７
月
10
日
（
金
）　

乙
女
地
区

※ 

７
月
13
日
（
月
）
〜
７
月
31
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）
は
、

町
内
全
地
区
が
対
象
で
す
。

※ 

平
日
の
来
場
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た

休
日
販
売
を
７
月
19
日
（
日
）
に
行
い
ま

す
。

▼
商
品
券
の
一
般
販
売
に
つ
い
て

　

８
月
３
日
（
金
）
〜
12
月
15
日
（
火
）

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）
は
一

般
販
売
を
行
い
ま
す
。
甲
佐
町
商
工
会
へ
の

来
場
者
１
人
に
つ
き
１
冊
ま
で
お
買
い
求
め

い
た
だ
け
ま
す
。（
完
売
次
第
終
了
）

※ 

運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

健
康
保
険
証
（
住
所
が
確
認
で
き
る
も

の
）
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

●
飲
食
店
用
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

１
冊
５
０
０
０
円
分
（
５
０
０
円
券
×
10

枚
）
の
商
品
券
を
２
５
０
０
円
で
販
売
し
ま

す
。

▼
購
入
対
象
者

・ 

６
月
１
日
（
月
）
時
点
で
甲
佐
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

・ 

７
月
13
日
（
月
）
時
点
で
町
内
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
方

▼
販
売
数

　

２
０
０
０
冊

　

甲
佐
町
商
工
会
へ
の
来
場
者
１
人
に
つ
き

１
冊
ま
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

（
完
売
次
第
終
了
）

▼
販
売
期
間

　

７
月
13
日
（
月
）
〜
12
月
15
日
（
火
）

※ 

町
民
の
方
は
、
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
・
健
康
保
険
証
（
本
町
在
住

者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
）
を

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※ 

町
内
事
業
所
勤
務
者
は
、
健
康
保
険
証
や

社
員
証
な
ど
の
勤
務
先
が
町
内
事
業
所
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

▼
商
品
券
の
使
用
に
あ
た
っ
て

・ 

商
品
券
取
扱
店
舗
と
し
て
登
録
さ
れ
た
町

内
の
事
業
所
や
店
舗
で
利
用
で
き
ま
す
。

（
６
月
24
日
時
点
に
お
い
て
一
般
56
件
、

飲
食
店
18
件
が
登
録
済
み
）

・ 

ご
利
用
期
間
は
７
月
13
日
（
月
）
〜
令
和

３
年
１
月
12
日
（
火
）
で
す
。

・
商
品
券
か
ら
の
つ
り
銭
は
出
ま
せ
ん
。

・
転
売
お
よ
び
譲
渡
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
商
品
券
の
購
入
に
関
す
る
こ
と

　

甲
佐
町
商
工
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

・
購
入
引
換
券
に
関
す
る
こ
と

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

「
甲
佐
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
販
売
し
ま
す
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入院時の食事代

460円
指定難病患者の方などは
260円の場合もあります

過去12カ月で90日までの入院

210円
過去12カ月で91日目からの入院

160円※４
100円

自己負担限度額
外来＋入院（世帯単位）

25万2,600円＋（総医療費－84万2,000円）×１㌫

＜４回目以降　14万100円＞※１

16万7,400円＋（総医療費－55万8,000円）×１㌫

＜４回目以降　9万3,000円＞※１

8万100円＋（総医療費－26万7,000円）×１㌫

＜４回目以降　4万4,400円＞※１

5万7,600円
４回目以降4万4,400円※１

2万4,600円

1万5,000円

外来（個人単位）

1万8,000円
（年間上限14万4,000円）

8,000円

8,000円

所得区分

現役並み所得者Ⅲ
（住民税課税所得
690万以上の方）
現役並み所得者Ⅱ
（住民税課税所得
380万以上の方）
現役並み所得者Ⅰ
（住民税課税所得
145万以上の方）

一　般

区分Ⅱ※２

区分Ⅰ※３

負担
割合

３割

１割

※１　過去12カ月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が４回以上あった場合、４回目以降は＜　＞内の金額となります。
※２　区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方（区分Ⅰ以外の方）
※３　区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除［（年金の所得は控除額を80万円として
　　　計算）を差し引いたときに０円となる方］
※４　過去12カ月以内の入院日数が90日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が160円になります。

■医療費の自己負担限度額（月額）

■ 

８
月
１
日
（
土
）
か
ら
被
保
険
者
証

な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」（
オ
レ
ン
ジ
色
）
の
有
効
期
限
は
、
７

月
31
日
（
金
）
で
す
。

　

８
月
１
日
（
土
）
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

被
保
険
者
証
（
水
色
）
を
、
７
月
中
に
簡
易
書

留
に
て
郵
送
し
ま
す
。

　

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
８
月
１
日
（
土
）

以
降
に
処
分
し
て
い
た
だ
く
か
、
町
住
民
生
活

課
ま
で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
お
よ
び
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
も
、
７
月
31
日
（
金
）
に
有
効
期
限
を
迎

え
ま
す
。

　

８
月
１
日
（
土
）
以
降
も
引
き
続
き
該
当
さ

れ
る
人
に
は
、
被
保
険
者
証
に
同
封
し
て
お
送

り
し
ま
す

■
令
和
２
年
度
の
保
険
料
額
が
決
定

　

令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

前
年
の
所
得
を
基
に
、
4
月
１
日
時
点
の
世
帯

構
成
に
よ
り
賦
課
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
額
は
、

均
等
割
額
（
５
万
６
０
０
円
）
と
所
得
割
額

（
基
礎
控
除
後
の
所
得
額
の
９
・
95
㌫
）
を
合

計
し
た
金
額
で
、
年
額
64
万
円
が
上
限
額
で
す
。

■
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　

所
得
の
低
い
人
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
軽

減
判
定
所
得
の
合
計
額
が
次
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
、
各
割
合
の
均
等
割
の
軽
減
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
33
万
円
以
下

　

７
・
75
割
軽
減

・
33
万
円
以
下
で
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
各

　

種
所
得
が
な
い

　

７
割
軽
減

・
33
万
円
＋
28
万
５
０
０
０
円
×
（
被
保
険
者 

　

数
）
以
下

　

5
割
軽
減

・
33
万
円
＋
52
万
円
×
（
被
保
険
者
数
）
以
下

　

２
割
軽
減

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前
日

ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
人
は
、
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
、
所
得

割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
決
定
通
知
書
の
送
付
に
つ
い
て

　

７
月
中
旬
に
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
「
令

和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
１
人
ひ
と
り
の
保
険

料
額
や
そ
の
計
算
方
法
、
徴
収
方
法
な
ど
を
記

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
た
保
険
料
の
徴

収
は
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
徴
収
方
法
は
個

人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
差
し
引
き
）
ま
た
は
、
普
通
徴
収

（
納
付
書
で
の
支
払
い
、
ま
た
は
口
座
振
替
）

の
ど
ち
ら
か
に
な
り
ま
す
。

　

決
定
通
知
書
に
徴
収
方
法
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。
納
付
書
で
の
支
払
い
の
方
は
、
納
め
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

後期高齢者医療制度の
被保険者証の変更や保険料などについて
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■ 

町
が
発
行
し
た
甲
佐
町
消
防
団
員
証
を

提
示
し
て
甲
佐
の
お
店
で
お
得
に
買
い
物

　

本
町
で
は
、
約
４
２
０
名
の
町
消
防
団
員
が
、

昼
夜
問
わ
ず
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
団
員
を
応

援
す
る
た
め
「
消
防

団
応
援
の
店
」
と
し

て
登
録
さ
れ
た
町
内

の
店
舗
で
は
、
町
が

発
行
し
た
甲
佐
町
消

防
団
員
証
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
お
得
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

団
員
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
な
ど
も

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
お
店
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼「
消
防
団
応
援
の
店
」
と
は

　
「
消
防
団
応
援
の
店
」
登
録
の
お
店
な
ど
が
、

消
防
団
員
証
を
提
示
し
た
団
員
や
そ
の
家
族
な

ど
に
対
し
、
料
金
割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
町
消
防
団
員
を
応

援
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

町
で
は
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

登
録
方
法

　

登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

町
総
務
課
消
防
係
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
「
応
援
の
店
」
登
録
事
業
者
に
は
、
登
録
証

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
事
業
所
の
見
や
す
い
場

所
へ
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
　
（
内
線
２
４
１
）

▲町が団員に対して発行する
　甲佐町消防団員証

池田製菓舗

対象：団員およびその家族
優遇：税込500円以上お買い上げ
　　　の方に商品１個
　　　サービス

対象：団員およびその家族
優遇：餃子１皿無料または
　　　ライス大盛無料

香山飯店緑石堂

「甲佐町消防団応援の店」登録店舗と優遇内容をご紹介します

対象：団員およびその家族、
　　　同伴者
優遇：・かすり10～30㌫引
　　　・印かん、文具10㌫引
　　　・筆耕料 50㌫引

よろずやクリーニング

対象：団員およびその家族
優遇：クリーニング料金10㌫引

ぷちショップ リックひらの

対象：団員
優遇：税込3000円以上お買い上げ
　　　の方にお茶（２㍑）または
　　　炭酸水（１㍑）サービス

「甲佐町消防団の店」をご利用ください

▶甲佐町豊内574番地
　TEL  096-234-0118

▶甲佐町有安４番地６
　TEL  096-234-0566

▶甲佐町岩下11番地２
　TEL  096-234-0776

▶甲佐町糸田1944番地２
　TEL  096-234-0267

▶甲佐町岩下87番地
　TEL  096-234-1826

　町では、約420人の町消防団員を応援するため
町内の事業所の協力により「甲佐町消防団応援
の店」の登録を行っています。甲佐町消防団員
証の提示により、町消防団員などは登録事業者

からお得なサービスを受けられます。
　６月23日現在、町内５つの店舗が「甲佐町消
防団の店」として登録されています。町消防団
員の皆さんは、ぜひご利用ください。
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■
脱
炭
素
社
会
づ
く
り
に
向
け
て

　

２
０
２
０
年
以
降
の
温
暖
化
対

策
の
国
際
的
枠
組
み
「
パ
リ
協

定
」
の
採
択
を
踏
ま
え
て
、
わ
が

国
で
は
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
２
０
１
３
年
度

比
で
26
㌫
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
政
府

は
脱
炭
素
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す

る
「
製
品
の
買
換
え
」「
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
」「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
選
択
」
と
い
っ
た
地
球
温
暖
化

対
策
に
つ
な
が
る
「
賢
い
選
択
」

を
促
す
国
民
運
動
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
夏
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

削
減
を
目
的
に
、
ど
な
た
で
も
取

り
組
み
や
す
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
普
及
を
通
し
て
省
エ
ネ
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
町
内
の
個
人
や
企

業
・
団
体
な
ど
が
参
加
。
8
月
31

日
（
月
）
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
育

成
過
程
な
ど
の
写
真
や
節
電
効
果

な
ど
の
報
告
書
を
基
に
審
査
が
行

わ
れ
、
入
選
作
品
に
つ
い
て
は
後

日
、
表
彰
を
行
う
と
と
も
に
、
町

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

■ 

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
窓
か
ら
の

日
射
の
侵
入
を
軽
減

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
、

ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
つ
る

性
の
植
物
を
外
壁
な
ど
に
張
っ
た

ネ
ッ
ト
な
ど
に
這
わ
せ
た
も
の
で
、

日
差
し
を
遮
り
、
室
内
温
度
の
上

昇
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
植
物

の
蒸
散
作
用
に
よ
っ
て
周
囲
を
冷

や
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
の
強
い
日
差
し
を
受
け

て
表
面
温
度
が
高
く
な
っ
た
窓
付
近

の
地
面
や
壁
な
ど
か
ら
の
放
射
熱
も

暑
さ
の
原
因
で
す
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
の
張
り
方
を
工
夫
し
て
壁
や
地

面
も
日
差
し
か
ら
遮
る
こ
と
で
、
放

射
熱
の
発
生
と
侵
入
を
効
果
的
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

植
物
の
力
を
う
ま
く
利
用
し
て
暑

い
夏
を
快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
環
境
衛
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

緑のカーテンで暑い夏を快適に

甲佐町グリーンカーテンコンテスト実施中

ト ピ ッ ク ス
▼

張
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
を
つ
た
っ
て
育
つ
ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
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５
月
31
日
（
日
）
上
揚
の
坂
本
梅

林
で
、
宮
内
梅
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

宮
内
地
区
の
伝
統
を
継
承
す
る
た

め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
自
然
樂
舎
み
や
う

ち
」（
境
国
嗣
代
表
）
が
主
催
。
例

年
、
同
地
区
の
地
域
住
民
に
町
外
か

ら
の
参
加
者
も
加
わ
る
こ
の
行
事
も
、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
規
模
を
縮
小
し
、
法
人
関
係
者

ら
約
10
人
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
高
い
枝
に
実
っ
た
梅

を
竹
の
棒
で
た
た
い
て
落
と
し
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
収
穫
。
拾
い
集
め
た
約

１
０
０
キ
ロ
の
梅
は
、
選
別
し
袋
詰

め
に
し
て
、
１
㌔
２
０
０
円
で
販
売
。

事
前
に
予
約
を
受
け
付
け
た
方
に
届

け
ま
し
た
。

　６月１日（月）県内河川でアユ釣りが解禁
となり、緑川には早朝から多くのアユ釣り愛
好家が訪れて、自慢の長竿を操りながらアユ
との駆け引きを楽しみました。
　アユ釣りのポイントとして知られる緑町の
中甲橋グリーンパーク付近には、町内外から
訪れた釣り人や愛好家などが集まり、アユの
友釣りの釣果を競い合うなどしてシーズンの
到来を楽しみました。
　甲佐の夏の風物詩である緑川のアユ釣りの
風景は、秋ごろまで楽しめます。

豊かな自然を次の世代へ　
学びの小川で飛び交う命の光

採れたての梅をお届け　
宮内梅まつり

アユ釣り愛好家集まる      
６月１日アユ釣り解禁日

▼竜野川のほとりを飛び交うゲンジボタルの光跡

▲アユ漁解禁日から緑川で友釣りを楽しむ釣り人ら

▼

梅
の
木
の
下
で
収
穫
し
た
梅
を
仕
分
け
る
参
加
者
ら

　

５
月
下
旬
、
た
つ
の
ホ
タ
ル
会

が
昨
年
の
夏
に
龍
野
小
児
童
ら
と

協
力
し
て
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
の
幼
虫

を
放
流
し
た
竜
野
川
で
、
成
虫
に

育
っ
た
ホ
タ
ル
が
盛
ん
に
飛
び
交

い
、
地
域
住
民
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　

た
つ
の
ホ
タ
ル
会
（
金
森
徹
会

長
）
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

ホ
タ
ル
の
飼
育
を
通
し
て
自
然
と

生
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う

こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
平
成
26
年

に
結
成
。
例
年
、
授
業
の
一
環
と

し
て
、
龍
野
小
児
童
ら
と
ホ
タ
ル

の
幼
虫
の
飼
育
を
行
い
、
数
㍉
程

度
に
育
っ
た
幼
虫
を
竜
野
川
に
放

流
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
時
期
は
児
童

ら
と
ホ
タ
ル
の
観
察

会
を
行
う
が
、
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
中
止

に
。
金
森
さ
ん
（
上

早
川
三
区
）
は
「
飛

び
交
う
ホ
タ
ル
を
子

ど
も
達
と
一
緒
に
見

れ
な
い
の
は
残
念
。

今
年
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
地
域

の
自
然
の
豊
か
さ
を

子
ど
も
達
に
伝
え
る

取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。
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　６月１日（月）新型コロナウイルスの終息を願
い、全国各地で一斉に花火を打ち上げる「Cheer 
up! 花火」プロジェクトが行われ、緑川河川敷で
打ち上げられた大輪が甲佐の夜空を彩りました。
　県内では本町と熊本市北区植木町、八代市の３
カ所で開催。「３密」を防ぐため開催場所の事前
告知は行われず、午後８時から５分間限定で実施
され、本町では例年あゆまつりの花火大会を担う
（株）金田花火（熊本市西区）が２～４号玉の計
75発を打ち上げました。プロジェクトへの参加
を決めた同社の松田昌典社長は「皆さんに花火を
見上げていただいて、少しでも前向きな気持ちに
なってもらえればうれしい」と話しました。
　自宅から家族と花火を見上げたという岩井照美
さん（西寒野区）は「報道などでプロジェクトの
件は知っていましたが、まさか甲佐で上がるとは
思わず驚きました。きれいな花火を見ると心が和
みます。コロナが収まって花火大会が当たり前の
ように開催される日々が待ち遠しいですね」と笑
顔で話しました。

　５月28日（木）町生涯学習センター・研
修室と町内の各小・中学校および高等学校を
繋いで、甲佐町学校人権教育部会の新規採用
および転入教職員研修会が行われました。
　同研修は、町教育委員会と甲佐町人権教育
推進協議会が主催。新たに本町に赴任した教
員が、本町の現状や問題点を理解し、同和問
題解決につながる学校人権教育を推進するた
めに毎年実施。今回、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、はじめてリモートでの
開催となりました。

人権教育の取り組みを学ぶ    
人権教育部会新規採用者および転入職員研修

▲リモートで行われた人権教育部会の教職員研修

新型コロナウイルスの終息を願って       
全国一斉悪疫退散祈願「Cheer up! 花火」プロジェクト

▲甲佐の町明かりを背景に、新型コロナウイルスの終息を願って緑川河
川敷から打ち上げられた花火

　

６
月
９
日
（
火
）
御
船
町
役
場
町

長
室
で
、
熊
本
県
防
犯
協
会
連
合
会

（
荒
木
泰
臣
会
長
）
の
防
犯
功
労
者

表
彰
を
受
け
た
市
下
潤
子
さ
ん
（
下

横
田
区
）
に
藤
木
正
幸
御
船
地
区
防

犯
協
会
連
合
会
長
か
ら
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
県
防
犯
協
会
連
合
会

が
防
犯
思
想
の
普
及
高
揚
や
地
域
に

お
け
る
防
犯
活
動
に
尽
力
し
多
大
な

功
労
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
個
人

お
よ
び
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
。

　

市
下
さ
ん
は
、
龍
野
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
平

成
20
年
の
発
足
時
か
ら
参
加
し
、
児

童
の
登
校
見
守
り
を
実
践
さ
れ
る
な

ど
地
域
安
全
活
動
へ
の
貢
献
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

市下潤子さんに表彰状を伝達    
熊本県防犯協会連合会 防犯功労者表彰

▼

藤
木
会
長
か
ら
表
彰
所
を
伝
達
さ
れ
る
市
下
さ
ん（
左
）
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後
期
高
齢
者
医
療

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 107)

■ 

歯
科
口
腔
健
診
で
歯
と
口
の
健
康

を
保
ち
ま
し
ょ
う

　

今
年
度
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
を
対
象
と
し
た
「
歯
科
口
腔
（
こ

う
く
う
）
健
診
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

身
体
の
健
康
と
同
様
に
、
口
の
中
の

健
康
を
保
つ
こ
と
は
と
て
も
大
切
で

す
。
健
康
が
保
た
れ
て
い
な
い
と
、
虫

歯
や
歯
周
病
に
か
か
る
だ
け
で
な
く
口

腔
機
能
が
低
下
し
て
糖
尿
病
や
心
臓
病

な
ど
全
身
の
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な

り
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
た
り
、

の
ど
に
つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
口
の
中
の
細
菌
な
ど
が
肺
に

入
っ
て
、
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

毎
年
１
回
の
「
歯
科
口
腔
健
診
」
で
、

歯
と
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

※ 

老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
や
６
カ
月
以
上

病
院
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
、
ほ
か

の
公
共
事
業
で
同
じ
歯
科
健
診
を
受

診
さ
れ
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間

　

８
月
１
日
（
土
）
〜
12
月
31
日
（
木
）

※
歯
科
医
院
の
休
診
日
は
除
き
ま
す
。

▼
実
施
場
所

　

町
が
契
約
し
て
い
る
歯
科
医
院
（
受

診
券
と
併
せ
て
一
覧
を
送
付
し
ま
す
）

▼
自
己
負
担
額

　

４
０
０
円

▼
検
査
項
目

　

問
診
、
歯
・
入
れ
歯
の
状
況
、
か
み

合
わ
せ
、
口
腔
内
の
状
況
、
飲
み
込
む

機
能
な
ど

▼
受
診
方
法

① 

７
月
中
に
口
腔
健
診
の
実
施
場
所
な

ど
に
関
す
る
案
内
文
を
郵
送
し
ま
す
。

受
診
券
も
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

② 

受
診
券
が
届
い
た
ら
、
受
診
を
希
望

す
る
歯
科
医
院
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

③ 

予
約
し
た
歯
科
医
院
で
、
受
診
券
と

ご
自
身
の
被
保
険
者
証
を
ご
準
備
の

上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

あなたの歯とお口の
健康状態をチェック!!

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

町
職
員
採
用
試
験

町総務課　TEL 096‒234‒1140( 内線 221)

■ 

一
般
事
務
職
員
を
採
用
予
定

　

町
で
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
採
用

予
定
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

①
高
等
学
校
卒
業
程
度

　

・
一
般
事
務　

２
人
程
度

【
受
験
資
格
】

　

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

②
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者

　

・
一
般
事
務　

１
人
程
度

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
〜
平
成
６
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間
企
業

等
で
の
職
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
者

▼
申
し
込
み
手
続
き
方
法

①
持
参
ま
た
は
郵
送

　

 

郵
送
の
場
合
は
、
町
発
行
の
採
用
試

験
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
宛
先
、
郵
便
番
号
を
明
記
）
を
同

封
し
、「
甲
佐
町
職
員
採
用
試
験
申

込
」
と
朱
書
き
し
て
簡
易
書
留
郵
便

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

持
参
の
場
合
は
、
町
総
務
課
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）

　

 

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
試
験
案
内

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
操
作
方
法
」
を

よ
く
読
ん
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

　

８
月
24
日（
月
）〜
９
月
11
日（
金
）

※ 
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
11
日
（
金
）

消
印
有
効
で
す
。

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
、
９
月

11
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
正
常

に
到
達
し
た
も
の
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
試
験
日
時
お
よ
び
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験

　

10
月
18
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
集

合
　

県
立
御
船
高
等
学
校

※ 

試
験
結
果
は
、
11
月
上
旬
に
合
格

者
・
不
合
格
者
と
も
に
通
知
す
る
ほ

か
、
町
役
場
に
掲
示
し
ま
す
。

・
第
２
次
試
験

　

11
月
下
旬
〜
12
月
上
旬
（
予
定
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
　
（
内
線
２
２
１
）

令和２年度町職員
採用試験のお知らせ

願書受付は８月24 日（月）から９月11 日（金）まで



町からのお知らせ　【７月】
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)

■ 

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
限

度
額
認
定
証
の
ご
利
用
を

　

国
民
健
康
保
険
に
は
、
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
高
額
と
な
っ

た
場
合
、
後
か
ら
町
へ
申
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

額
が
払
い
戻
さ
れ
る
「
高
額
療
養
費
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
利
用
す
る

こ
と
で
窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。
国
保
被
保
険
者
で

「
認
定
証
」
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
人

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

自
己
負
担
限
度
額
は
、
住
民
税
の
課

税
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
と
「
認
定
証
」
を
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
か

ん
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が

分
か
る
も
の

■ 

適
用
区
分
と
自
己
負
担
限
度
額

　

70
歳
未
満
の
方
の
場
合
、
自
己
負
担

限
度
額
（
月
額
）
は
、
前
年
の
総
所
得

額
等
か
ら
基
礎
控
除
額
33
万
円
を
除
し

た
基
準
総
所
得
額
な
ど
か
ら
、（
ア
）

９
０
１
万
円
超
、（
イ
）
６
０
０
万
円

超
９
０
１
万
円
以
下
、（
ウ
）

２
１
０
万
円
超
６
０
０
万
円
以
下
、

（
エ
）
２
１
０
万
円
以
下
、（
オ
）
住
民

税
非
課
税
の
５
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
は
（
オ
）
住
民
税

非
課
税
の
場
合
、
３
万
５
４
０
０
円
と

な
り
ま
す
。（
過
去
12
カ
月
に
３
回
以

上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合

を
除
く
）
ま
た
、
70
歳
以
上
の
方
の
場

合
、
所
得
区
分
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

■ 

令
和
２
年
度
の
認
定
証
交
付
申
請

は
８
月
３
日
（
月
）
か
ら

　

ご
利
用
中
の
「
認
定
証
」
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
（
金
）
で
す
。
８
月
以

降
は
令
和
２
年
度
の
住
民
税
課
税
状
況

な
ど
よ
り
改
め
て
区
分
判
定
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
認
定
証
交
付
申
請
は
８

月
３
日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

町
住
民
生
活
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■ 「
納
付
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」

を
ご
存
知
で
す
か

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
と
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
・
猶
予
を
受
け

る
こ
と
で
年
金
受
給
権
（
老
齢
基
礎
年

金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
年
金
）
が

確
保
で
き
ま
す
。

①
免
除
（
全
額
・
一
部
免
除
）
申
請

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
各
々
の
前

年
所
得
（
過
去
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
前
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場

合
や
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

一
部
免
除
の
場
合
、
納
付
す
べ
き
保

険
料
を
納
付
し
な
い
と
一
部
免
除
が

無
効
に
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶
者

各
々
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
申
請

　

退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
方
の
前
年
の

所
得
額
を
０
円
と
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
申
請
方
法
と
免
除
期
間

　

今
年
度
の
申
請
受
付
は
、
７
月
か
ら

開
始
さ
れ
令
和
２
年
７
月
分
か
ら
令
和

３
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

ま
す
。
ま
た
、過
去
期
間
に
つ
い
て
は
、

申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２
年
１
カ

月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
方
が
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
時
に
継
続

の
申
し
出
を
さ
れ
る
と
、
翌
年
度
以
降

の
申
請
は
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
失
業
に
よ
る
特
例
の
申
請

の
場
合
は
、
翌
年
度
も
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
準
備
す
る
も
の

・
年
金
手
帳
、
印
か
ん

※ 

失
業
に
よ
る
申
請
の
場
合
、
離
職
票

ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

「納付免除・納付猶予
制度」をご存じですか

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

入院などで医療費が
高額になるときは

詳しくは町住民生活課へお尋ねください



Library
町生涯学習センター図書室からの７月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

解雇された職場に盗みに入り逮

捕された直井玲斗は、弁護士費

用を支払ってくれた伯母から、

クスノキの番人をするように命

じられる。そのクスノキに祈れ

ば、願いが叶うと言われていて

…。東野圭吾が描く温かなファ

ンタジー。孤独だった青年の人

としての成長と、家族の絆や人

の繋がりの大切さに、心温まる

１冊です。

実業之日本社

小説

東野圭吾が描く温かなファンタジー
東野 圭吾 著 /『クスノキの番人』

大人気シリーズの第13巻
廣嶋 玲子 作 /『ふしぎ駄菓子屋銭天堂13』

手抜きなのに心底おいしいレシピ集

mako 著 /『予約がとれない家政婦mako の心底おいしい手抜きご飯MYベスト』

袋をしばって湯せんするだけ、

お釜に入れて炊くだけ、そのま

まレンジでチンするだけ…。手

抜きなのに心底おいしい！予約

のとれない家政婦・mako 選り

すぐりの究極の104品を、部門

別にランキング形式で紹介しま

す。作り方もステップごとに写

真で丁寧に解説しているので、

料理初心者でも失敗なく作れる

レシピ集です。

東京書店

教養娯楽

知識ゼロから学べる感染症の超

入門図鑑。インフルエンザ、

O157、ノロウイルス、風疹な

ど感染症をおこす病原体をキャ

ラクターにして、自分語りで感

染症を説明。予防法や治療法ま

でわかりやすく解説しています。

新型コロナウイルスの基本情報

や、すぐに役立つ対策方法も

Q&A 形式で収録。今こそ知っ

ておきたい１冊です。

日本図書センター

一般書

今こそ知っておきたい感染症
岡田 晴恵 著 /『キャラでわかる！はじめての感染症図鑑』

その駄菓子屋は、幸せと不幸の

わかれ道。女主人・紅子が、今

日もお客さんの運命を駄菓子で

翻弄する。「スクープクレー

プ」「先取りメガネ」など、駄

菓子屋銭天堂を舞台にした不思

議なお話全７編を収録。子ども

たちに大人気のシリーズ第13

巻も、妖しくて不思議なお話の

世界に迷い込んでしまうような

１冊です。

偕成社

児童書

今 ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
  『ブンタとタロキチ』（丘 修三編）

小屋敷 京子さん
〔町図書室職員〕

今月の案内人

キツネのブンタとタヌキのタロキチは
ともだちです。ともだちだけどけんか
ばかり…。そんな、ブンタとタロキチ
をめぐるお話。

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などありましたら、お知ら

せください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。
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■ 人権に関する DVD の貸し出し

　に つ い て 紹 介 し ま す

　甲佐町人権教育推進協議会では、

人権について理解を深めていただく

ために、人権啓発に関する DVD の

貸し出しを行っています。

　現在アニメーション４本を含む、

17本の作品を貸し出しております。

今回、新たに２つの作品の貸し出し

を開始しましたので、各地区・企

業・個人などで是非ごらんください。

■「心のどこかに」上映時間30分
　自分の心に差別心が・・・人間は、

この世に同じように生をうけながら、

生まれたところや住んでいるところ

によって差別を受ける。そんな不合

理があっていいのでしょうか。心の

どこかにある差別心に気づき人を思

いやる心を育む人権教育ドラマです。

■「勇気あるホタルととべないホタル」

　上映時間17分（アニメーション）
　「ぼくどうしてとべないんだろう」。

羽がちぢんで生まれたとべないホタ

ルがいました。彼を励まし、助ける

仲間のホタルたち。勇気あるホタル

とやさしい子どもたちの心の物語。

ホタルの小さな灯が子どもたちの心

の中に、大きな灯としてのこること

でしょう。

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

健
康
で
豊
か
な
生
き
方
を
応

援
す
る
た
め
町
公
民
館
が
実
施

す
る
「
公
民
館
自
主
講
座
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

手
工
芸
教
室
「
手
編
み
教

室
」
講
座
で
は
、
先
端
が
か
ぎ

状
に
な
っ
た
か
ぎ
針
や
、
棒
状

の
棒
針
を
使
っ
て
手
編
み
で

バ
ッ
ク
や
帽
子
、
ス
ト
ー
ル
な

ど
の
作
品
を
つ
く
り
ま
す
。

　

現
在
６
人
が
、
編
み
物
の
基

本
と
な
る
小
物
か
ら
上
級
者
向

け
の
チ
ュ
ニ
ッ
ク
ま
で
楽
し
く

学
ん
で
い
ま
す
。

▼
講
師　

長
井
由
美
子
さ
ん

　
（
美
里
町
）

▼
開
催
場
所

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
研

修
室

▼
開
催
日
時

・
第
２
・
４
月
曜
日　

午
後
１

　

時
〜
午
後
４
時

　

手
工
芸
教
室
「
ビ
ー
ズ
ア
ク

セ
サ
リ
ー
」
の
講
座
で
は
、
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
ビ
ー
ズ

を
組
み
合
わ
せ
て
あ
な
た
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
を
楽
し
む
講
座
で
す
。

　

本
講
座
で
は
、
現
在
、
参
加

者
を
募
集
中
で
す
。
色
と
り
ど

り
の
か
わ
い
ら
し
い
ビ
ー
ズ
を

組
み
合
わ
せ
て
、
指
輪
や
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど

を
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
を
手
作

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
町
社
会
教
育
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
講
師　

富
野
道
子
さ
ん

　
（
熊
本
市
）

▼
開
催
場
所

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
研

修
室

▼
開
催
日
時

　

毎
週
１
回
程
度
開
催
（
詳
細

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

「
手
編
み
教
室
」

町
公
民
館
自
主
講
座
④

「
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

町
公
民
館
自
主
講
座
⑤

▲さまざまなビーズを使ったオ

リジナル作品を作りませんか

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲

町公民館からのご案内

公民館主催講座の案内と公民
館自主講座の再開について

　町公民館では、健康や歴史、福

祉などの諸問題について講師を招

いて学ぶ「町民大学」や町内外の

歴史的な文化財や史跡を訪ねる

「郷土の歴史を訪ねて」などの主

催講座の開催にも取り組んでいま

す。

　町では、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、町生涯学習

センター・ホールなどの公共施設

の貸し出しを利用人数の制限や利

用者の手指消毒の徹底などを行い

ながら再開しています。

　各講座の活動状況の詳細につい

ては、町教育委員会公民館事務局

までお尋ねください。

▲手編みでバックや帽子を作製

する参加者の皆さん

▼

貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
町
社
会
教

　

育
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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❖ 
日
常
生
活
に
適
度
な
運
動
を

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
情

報
が
毎
日
報
道
で
流
れ
て
い
ま
す
。
感

染
を
恐
れ
る
あ
ま
り
外
出
を
控
え
す
ぎ

て
、
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
更
に
気
温
も
高
く
な
り
、

ま
す
ま
す
外
に
出
る
こ
と
が
お
っ
く
う

に
感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
高
齢
者
の
場
合
、
活
動
が

減
る
こ
と
で
身
体
や
頭
の
働
き
が
低
下

し
て
し
ま
い
ま
す
。
歩
く
こ
と
や
身
の

回
り
の
こ
と
な
ど
生
活
動
作
が
行
い
に

く
く
な
っ
た
り
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
た

り
し
、
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
適
度
な
運
動
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め

の
体
力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

❖
運
動
で
得
ら
れ
る
効
果

　

日
々
の
適
度
な
運
動
は
、
次
の
効
果

を
私
た
ち
の
体
に
も
た
ら
し
ま
す
。

① 

骨
へ
荷
重
が
加
わ
る
こ
と
で
骨
量
が

増
加
し
、
骨
粗
鬆
症
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。

② 

筋
繊
維
が
細
く
な
る
（
筋
が
委
縮
す

る
）
の
を
防
ぎ
、
転
倒
予
防
や
関
節

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③ 
筋
肉
は
水
分
を
蓄
え
る
タ
ン
ク
の
よ

う
な
役
割
を
し
て
い
る
た
め
、
運
動

に
よ
り
筋
肉
量
を
維
持
す
る
こ
と
で

脱
水
の
危
険
性
を
少
し
で
も
減
ら
す

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

❖ 

運
動
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

み
ま
し
ょ
う

　

あ
な
た
は
次
の
５
項
目
の
う
ち
、
い

く
つ
に
該
当
し
ま
す
か
。

● 

階
段
を
手
す
り
や
壁
を
使
っ
て
登
っ

て
い
る
。

● 

椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
か
に
つ

か
ま
っ
て
立
ち
上
が
る
。

●
15
分
続
け
て
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

●
こ
の
1
年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

●
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い
。

　

３
つ
以
上
に
該
当
し
た
場
合
、
運
動

機
能
の
低
下
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
該
当

し
な
か
っ
た
方
も
運
動
機
能
の
低
下
を

防
ぐ
た
め
、
普
段
の
生
活
の
中
で
活
動

を
増
や
す
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

❖ 

自
宅
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動

で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

●
座
っ
て
い
る
時
間
を
減
ら
そ
う

　

立
っ
た
り
歩
い
た
り
す
る
時
間
を
増

や
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
テ
レ
ビ
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
の
間
な
ど
少
し
の
時
間
で

も
足
踏
み
を
す
る
な
ど
意
識
的
に
身
体

を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
筋
肉
を
維
持
し
関
節
を
守
ろ
う

　

ラ
ジ
オ
体
操
の
よ
う
な
自
宅
で
で
き

る
運
動
で
も
、
筋
肉
の
衰
え
予
防
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」
も
筋
肉
の
衰
え
予
防
や
筋
力
向
上

に
効
果
的
で
す
。

● 

朝
・
夕
の
涼
し
い
時
間
帯
を
選
ん
で

散
歩
を
し
よ
う

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
日
中
の
暑
い
時

間
を
避
け
て
、
朝
・
夕
の
涼
し
い
時
間

帯
に
散
歩
な
ど
の
軽
い
運
動
を
す
る
こ

と
が
お
す
す
め
で
す
。
屋
外
な
ど
開
放

的
な
場
所
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
は
、

気
分
転
換
に
も
な
り
ま
す
。

❖
熱
中
症
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

夏
場
の
屋
外
で
の
活
動
の
際
、
マ
ス

ク
の
着
用
は
熱
中
症
の
恐
れ
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

屋
外
で
周
囲
の
人
と
十
分
な
距
離

（
少
な
く
と
も
２
㍍
以
上
）
が
保
て
る

場
合
は
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
も
大
丈
夫

で
す
。
室
内
で
は
、
状
況
に
応
じ
て
エ

ア
コ
ン
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
感
染
症

予
防
の
た
め
適
宜
換
気
も
必
要
で
す
。

　

マ
ス
ク
着
用
の
際
に
は
、
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
に
く
く
な
る
た
め
こ
ま
め
な

水
分
補
給
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
の
生
活
に
無
理
の
な
い
範
囲
で

運
動
を
上
手
に
取
り
入
れ
て
、
今
年
の

夏
を
元
気
に
健
康
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。

Health
健康に関するお知らせ

保
健
師
だ
よ
り

運動 の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

町地域包括支援センターは、４月

の組織再編に伴い、町総合保健福

祉センターから町本庁舎（福祉課

内）に移動しました。高齢者の生

活上の悩みや介護保険サービスの

利用方法など分からないことがあ

れば気軽にご相談ください。

内村 渓一郎 保健師

暑
い
夏
を
健
康
に
乗
り
切
る
た
め
に

適
度
な
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
７月の子育て支援カレンダー

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
・町福祉課

　TEL096-234-1114
・町住民生活課

　TEL096-234-1113

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

７・８月の保健活動

　　７月16日（木）　午前９時

　　８月20日（木）　午前９時

　　７月16日（木）　午前10時

　　８月20日（木）　午前10時

　　８月７日（金）　午前９時20分

　　７月14日（火）　午後１時

　　８月21日（金）　午前９時20分

　　７月14日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（水） 絵本の読み聞かせ

３日（金） 七夕飾り作り

６日（月） 水遊び

８日（水） おやつ作り（ワッフル）

10日（金） 水で膨らむスポンジ遊び

13日（月） 水遊び

15日（水） しゃぼん玉遊び

17日（金） お人形遊び

20日（月） 水遊び

22日（水） 製作（花火）

27日（月） 水遊び

29日（水） お絵かき

31日（金） 水遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

松岡 稀
ま お

央 くん（１歳２カ月）
 父・陸 さん　母・聖華 さん

　（岩下二区）

　いっぱい食べてげんきいっぱい

　　　　　　　おおきくなーれ！！

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

Public Relations KOSA
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　皆様いかがお過ごしでしょうか。

梅雨に入り季節も夏に向かい気温が

高い日が多くなってきましたね。自

宅での運動がおっくうになったり、

雨が降ったりと、運動しづらい季節

になって来た

と思います。

そこで今回は、

自宅でしかも

仰向けになっ

て行える①

ヒップリフト

と②レッグレ

イズの２つの

運動を紹介します。

　①ヒップリフトは、両脚を床につ

け膝を90度に曲げた状態からお尻

を上にあげ、お腹と膝が直線になっ

たら一度停止して、ゆっくりおろす

動作です。大殿筋や脊柱起立筋を鍛

えることが可能です。②レッグレイ

ズは、脚をまっすぐ伸ばした状態か

ら、腰を床につけるよう意識しなが

ら両脚を床から垂直まで浮かす動作

です。動作中、お腹に力を入れるこ

と・脚は伸ばしたまま行うのがポイ

ントで、お腹の引き締めに効果的で

す。

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

雨 の 日 で も 自 宅 で 運 動 を し て
か ら だ を 引 き 締 め ま し ょ う

▲お腹と膝が直線になるようお尻をしっか

りあげましょう。

ヒップリフト

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

・町地域振興課

TEL096-234-1154（内線232）
・井戸江峡交流拠点施設「ＣＯＭＭＯＮ ＩＤＯＥ」ウェブサイト

　URL http://idoe.camp

■ 
井
戸
江
峡
交
流
拠
点
施
設

は
７
月
末
オ
ー
プ
ン

　

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
は
、「
グ

ラ
マ
ラ
ス
」
と
「
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
」
を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
ぜ

い
た
く
に
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む

新
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ス
タ
イ

ル
で
す
。

　

こ
の
春
、
完
成
し
た
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
体
験
施
設
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ

Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
」（
旧
井
戸
江

峡
キ
ャ
ン
プ
場
）
で
は
、
７
月

末
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
指
定

管
理
者
で
あ
る
（
一
社
）
パ

レ
ッ
ト
に
よ
る
準
備
が
大
詰
め

を
迎
え
て
い
ま
す
。

■ 

レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
併
設

で
手
軽
に
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫

　

お
２
人
で
も
ゆ
っ
く
り
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
小
型
テ
ン
ト

サ
イ
ト
（
４
カ
所
）
と
、
ベ
ッ

ド
も
備
え
た
大
型
テ
ン
ト
サ
イ

ト
（
４
カ
所
）
で
快
適
な
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。
ど
ち
ら
も
必
要
な
道
具
は

す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る
た
め
、

宿
泊
者
は
手
ぶ
ら

で
来
場
い
た
だ
け

ま
す
。

　

夕
食
は
、
地
元

の
新
鮮
な
野
菜
や

お
肉
を
つ
か
っ
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
併
設
さ

れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

や
シ
ョ
ッ
プ
は
宿

泊
者
以
外
も
利
用

可
能
で
す
。
自
然

の
中
で
楽
し
む

コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ

い
に
、
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▲ベットを備えた大型テントが並ぶ予定のテラスの奥には宿泊者以

外も利用可能なレストランやショップが併設されている

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
が
大
詰
め
を
迎
え
た

井

戸

江

峡

交

流

拠

点

施

設キャンプ初心者でも楽しめる施設です

（一社）パレット

大滝 祐輔さん

（一社）パレットでは、

現在、アウトドアを楽し

める井戸江峡交流拠点施

設のオープンに向けた準

備を進めています。キャ

ンプ初心者でも手軽に自

然を楽しめる施設の詳細

は、「ＣＯＭＭＯＮ ＩＤ

ＯＥ」ウェブサイトに近

日掲載予定です。
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日 月 火 水 木 金 土
6/28

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

6/29 6/30 １ ２

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

３ ４

５

 【日曜当番医】

 谷田病院

６ ７ ８ ９

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

10 11

12

 マイナンバーカード
 交付等休日窓口

 （町住民生活課）

 【日曜当番医】

 桃崎整形外科

13

 法律相談

 （町総合保健福祉センター）

14

 １歳６か月児健診
 ３歳児健診

 （町総合保健福祉センター）

15 16

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

17 18

19

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

20

 心配ごと相談

 （町総合保健福祉センター）

21

 マイナンバーカード
 交付等夜間窓口

 （町住民生活課）

 

22 23

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

24 25

26

 【日曜当番医】

 谷田病院

27 28

 口座振替日

 （町税務課）

29 30

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

31

 納税期限

 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 交付等夜間窓口

 （町住民生活課）

8/1

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細については、町公式ウェブサイトや防災行政無線などを
　ご確認ください。

Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【７月】
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７
July 2020

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
（
金
）
で
す
。（
短
期
証
を

除
く
）

　

７
月
中
旬
ご
ろ
に
世
帯
主
あ
て

に
簡
易
書
留
郵
便
に
て
送
付
し
ま

す
の
で
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
な

い
か
ご
確
認
の
上
、
８
月
１
日

（
土
）
以
降
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

は
、
町
住
民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
被

保
険
者
証
は
裁
断
す
る
な
ど
し
て

破
棄
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３ 

　
　
（
内
線
１
０
６
）

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療
養
型
施
設
、
介
護
医
療
院
）

や
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
の
食
費
、
部
屋
代
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
「
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
証
」
を
申
請
に
基
づ

き
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
認
定
証
は
７
月

31
日
（
金
）
で
有
効
期
間
が
切
れ

ま
す
の
で
、
継
続
し
て
利
用
さ
れ

る
場
合
は
更
新
が
必
要
で
す
。

▼
交
付
要
件

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

② 

配
偶
者
に
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
（
こ
の
場
合
の

「
配
偶
者
」
は
同
居
・
別
居
を

問
い
ま
せ
ん
）

③ 

預
貯
金
な
ど
の
額
が
次
の
基
準

額
を
超
え
な
い
こ
と

・
配
偶
者
が
い
る
人

　

 

本
人
と
配
偶
者
の
預
貯
金
の
合

計
が
２
０
０
０
万
円

・
配
偶
者
が
い
な
い
人

　

１
０
０
０
万
円

※ 

負
担
段
階
の
判
定
で
、
非
課
税

年
金
（
遺
族
年
金
や
障
害
年
金

な
ど
）
収
入
も
含
め
て
判
定

▼
申
請
受
付
開
始
日

　

６
月
15
日
（
月
）

※ 

継
続
し
て
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
月
の
初
日
ま
で
し

か
適
用
が
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん

の
で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
更
新
に
必
要
な
も
の

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

・ 

預
貯
金
額
が
分
か
る
通
帳
や
有

価
証
券
な
ど
お
持
ち
の
も
の
す

べ
て
（
配
偶
者
が
い
る
方
は
そ

の
方
の
分
も
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
２
）

春

の

狂

犬

病

予

防

集
合
接
種
は
中
止
し
ま
す

　

春
の
集
合
注
射
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
し
ま
す
。

　

例
年
、
11
月
中
旬
に
行
う
秋
の

集
合
注
射
に
つ
い
て
は
実
施
す
る

予
定
で
す
。
し
か
し
、
今
後
の
状

況
に
よ
っ
て
は
変
更
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

実
施
期
日
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
行
政

区
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
本
町
で
犬
の
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
に
は
別
途
通
知
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
ご

希
望
の
方
は
、
各
動
物
病
院
で
随

時
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各

動
物
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
環
境
衛
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（５月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の

更

新

に

つ

い

て

町からのお知らせについて

は、詳しくは町公式サイト

をご覧ください。

URL https://www.town.kosa/lg.jp/
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雨
水
で
や
さ
し
い
暮
ら
し

は

じ

め

ま

せ

ん

か

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
地

下
水
の
か
ん
養
対
策
お
よ
び
節
水

対
策
と
し
て
、
雨
水
浸
透
ま
す
、

ま
た
は
、
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
設

置
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

溜
め
た
雨
水
を
お
家
ま
わ
り
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
利
用
し
た
り
、

災
害
時
の
非
常
用
生
活
水
と
し
て

備
え
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
施
設

・ 

雨
水
浸
透
ま
す
（
雨
水
を
地
下

へ
と
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
作
ら
れ
た
形
状
が
直
径

２
５
０
㍉
以
上
の
装
置
）

・ 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
（
貯
留
し
た

雨
水
を
飲
用
以
外
の
散
水
な
ど

に
利
用
す
た
め
の
施
設
で
、
屋

根
に
降
っ
た
雨
水
を
50
㍑
以
上

貯
留
で
き
る
も
の
）

▼
補
助
対
象
者

・ 

本
町
域
の
住
宅
な
ど
に
設
置
す

る
こ
と

・ 

浸
透
ま
す
お
よ
び
貯
留
タ
ン
ク

を
設
置
す
る
敷
地
の
所
有
者
ま

た
は
使
用
者
で
、
設
置
に
つ
き

正
当
な
権
限
を
有
す
る
方

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▼
補
助
金
額

・ 

雨
水
浸
透
ま
す　

１
基
当
た
り

１
万
円
ま
た
は
設
置
費
の
い
ず

れ
か
少
な
い
額
（
設
置
個
所
４

基
を
上
限
と
す
る
）

・ 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
（
容
量
２
０

０
㍑
以
上
）　

１
基
あ
た
り
設

置
費
の
２
分
の
１
と
し
、
３
万

５
０
０
０
円
を
上
限
と
す
る

　
（
１
世
帯
１
基
ま
で
と
し
ま
す)

・ 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
（
容
量
２
０

０
㍑
未
満
）　

１
基
あ
た
り
設

置
費
の
２
分
の
１
と
し
、
２
万

４
０
０
０
円
を
上
限
と
す
る

　
（
１
世
帯
１
基
ま
で
と
し
ま
す
）

▼
申
請
に
か
か
る
注
意
事
項

・ 

雨
水
浸
透
ま
す
は
、
敷
地
内
の

浸
透
条
件
を
考
慮
し
、
排
水
量

の
多
い
雨
ど
い
か
ら
接
続
で
き

る
位
置
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

雨
水
浸
透
ま
す
お
よ
び
貯
留
タ

ン
ク
に
は
、
雨
水
以
外
の
も
の

を
流
入
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

補
助
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
工
事
を
始
め
る
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。

・ 

予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
補
助
金
を
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

そ
の
他
に
も
補
助
金
交
付
に
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
環
境
衛
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

５月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

６月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

立神公民館に安置してある阿弥

陀如来は、台座 20㌢で身長 80㌢

の大変立派な仏様です。

先日、天満宮祭明細帳（てんま

んぐうめいさいちょう）が入った

手文庫（てぶんこ）の中にこの阿

弥陀如来の由来を記した「阿弥陀

堂一宇（あみだどういちう）」の古

文書が発見されました。この古文

書には、

「さて当所阿弥陀仏の由来を往

古延暦年中忝（かたじけなく）も

伝教大師御建立の寺院にて古閑

寺と申して坊社等数多くあり。大

師造立の霊佛安置奉る。中古慶長

年中までを寺坊等余計有之。その

時当国小西摂津之守殿あまり所に

て、兵火に寺院悉く消失いたし候。

その後年久しく土中に埋まり御座

候（略）この節再建打立て候とこ

ろ於別（けんべつ）の儀に住みが

たし仍（よ）って大小に係わらず

他力御助成ご供養をもって滞りな

く再建なりたてまつる」

と記してありました。

小西行長が甲佐町の領主であっ

たのは、天正 16（1588）年の頃

です。この古文書から想像すると、

阿弥陀如来像はそれ以前の仏様と

いうことになります。

身長 80㌢もある阿弥陀如来像

です。寺院の本尊として大切にさ

れてきたものと思われます。今後

とも大事に守っていかねばならな

い文化財です。

甲佐町の文化財探訪　～第 82回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「立神（たてがみ）の阿弥陀如来像（その２）」 赤星 眞照 町文化財保護委員（有安区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（５月分）

12

※単位・㌔ 

▶
立
神
の
阿
弥
陀
如
来
像
に
つ
い

　
て
記
さ
れ
た「
阿
弥
陀
堂
一
宇
」
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Monthly Information

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
各
種
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

●
航
空
学
生
（
海
上
自
衛
隊
）

　

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

●
航
空
学
生
（
航
空
自
衛
隊
）

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

※ 

い
ず
れ
も
高
卒
者
ま
た
は
高
専

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

●
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
水
）
〜
９
月
10
日

（
木
）

※ 

自
衛
官
候
補
生
は
、
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇

城
募
集
案
内
所

　

TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

　

上
益
城
消
防
組
合
で
は
、
甲
種

防
火
管
理
者
取
得
講
習
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
実
施
日
程

　

９
月
10
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
50
分

　

９
月
11
日
（
金
）
午
前
９
時~

午
後
３
時

▼
受
講
場
所

　

上
益
城
消
防
組
合
本
部
３
階
多

目
的
ホ
ー
ル

▼
受
講
申
込
期
間

　

８
月
３
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

※ 
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

受
講
申
込
書
は
、
上
益
城
消
防

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
定
員

　

先
着
35
名

▼
受
講
料

　

４
０
０
０
円

※
受
講
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
指
導
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

消
防
設
備
士
試
験
を

開

催

し

ま

す

　

令
和
２
年
度
第
１
回
・
第
２
回

消
防
設
備
士
試
験
が
次
の
日
程
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

受
験
願
書
な
ど
は
、
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催

ｅ
開
催

各

種

自

衛

官

を

募

集

し

て

い

ま

す

ｒ
募
集

【国民健康保険・後期高齢者医療】７月から町の各種健診を実施します

■ 町の健診で自分の身体の状態をチェック
してみませんか

　健診は、自分では気付くことのできない身体の
状態を確認することができる大切な機会です。毎
年受診することで自分の健康状態の変化を確認で
きるなど、健診にはたくさんの「メリット」があ
ります。
　町では、７月から町総合保健福祉センターで、
特定健診、若者健診、後期高齢者健診などの各種
健診を実施します。
　町の健診では、国民健康保険被保険者と後期高
齢者医療被保険者の受診費用を町が一部負担しま
す。
　個人負担も少なくて済む町の健診をぜひご利用
ください。
■町が実施する健診について
●特定健診・若者健診
▶実施期間
　７月４日（土）～７月10日（金）
▶対象者
　本町の国民健康保険に加入している20～74歳
▶個人負担金
　１０００円

▶健診内容
　 体格検査、血液検査、尿検査、血圧測定、心電
図検査、医師の診察など 
●後期高齢者健診
▶実施期間
　８月16日（日）～８月18日（火）
▶対象者
　 75歳以上の人および一定の障害がある65歳以
上の後期高齢者医療被保険者
▶個人負担金
　８００円
▶健診内容
　 体格検査、血液検査、尿検査、血圧測定、心電
図検査、医師の診察など 
※ 各種健診と併せて「がん検診」も実施しますが、
検査の種類により対象年齢と個人負担金が異な
ります。

 Information

　町住民生活課　 TEL 096-234-1113
         町健康推進課 TEL 096-235-8755
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Monthly Information

本
市
消
防
局
、
県
内
の
消
防
本
部

な
ど
に
配
置
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は

試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日
程

　

第
１
回　

９
月
６
日
（
日
）

　

第
２
回　

９
月
13
日
（
日
）

▼
試
験
地

　

熊
本
市

▼
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

７
月
13
日
（
月
）
〜
20
日
（
月
）

・
電
子
申
請

　

７
月
10
日
（
金
）
〜
17
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 （
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、
生

活
に
困
っ
て
い
る
熊
本
県
内
の
大

学
生
等
お
よ
び
熊
本
県
外
に
進
学

し
た
大
学
生
等
の
み
な
さ
ん
に

５
万
円
を
給
付
し
、
修
学
の
継
続

を
支
援
し
ま
す
。

　

給
付
の
要
件
や
申
請
方
法
の
詳

細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.pref.kum

am
oto.

jp/kiji_33055.htm
l

）を
ご
覧
に

な
る
か
県
生
活
困
窮
大
学
等
給
付

金
窓
口
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

令
和
２
年
４
月
７
日
時
点
で
、

県
内
の
大
学
生
等
に
在
籍
し
て
い

る
者
ま
た
は
県
内
高
校
な
ど
を
卒

業
・
修
了
後
、
県
外
の
大
学
な
ど

に
在
学
し
て
い
る
者

▼
給
付
要
件

　

対
象
者
の
生
計
維
持
者
が
住
民

税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

▼
給
付
額

　

一
律
５
万
円

▼
申
請
期
限

　

９
月
15
日
（
火
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

県
生
活
困
窮
大
学
生
等
給
付
金

窓
口

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
３
８

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で

お

困

り

の

方

へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
言
っ
て

商
品
を
す
す
め
ら
れ
た
と
い
う
相

談
が
消
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
予
防
効
果
に
客
観
的
・

合
理
的
な
根
拠
の
あ
る
サ
プ
リ
メ

ン
ト
や
食
品
、
商
品
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
勧
誘
や
広
告
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

悪
質
な
勧
誘
や
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
で
お
困
り
の
場
合
は
、
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

サ

ポ

カ

ー

補

助

金

始

ま

り

ま

し

た

　
「
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
」
と
は
、

経
済
産
業
省
に
よ
る
自
家
用
自
動

車
を
対
象
と
し
た
「
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
普
及
促
進
事
業
費
補
助

金
」
お
よ
び
国
土
交
通
省
に
よ
る

事
業
用
自
動
車
を
対
象
と
し
た

「
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
普
及
促

進
に
係
る
自
動
車
事
故
対
策
費
補

助
金
」
の
総
称
で
す
。

　

国
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
運

転
者
（
令
和
２
年
度
中
に
65
歳
以

上
と
な
る
方
）
を
対
象
に
「
衝
突

被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
」
や
「
ペ
ダ

ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
等
抑
制
装

置
」
が
登
載
さ
れ
た
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
の
購
入
お
よ
び
後
付
け

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制

装
置
を
補
助
す
る
制
度
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、

次
世
代
自
動
車
復
興
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
５
７
０
‐
０
５
‐
８
８
５
０

【新型コロナ対策関連】療養のため給与の支払いが受けられない人に傷病手当金を支給します

ｉ
お
知
ら
せ

【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
】
生
活

困
窮
大
学
生
等
を
支
援
し
ま
す

■ 国民健康保険・後期高齢者医療の被保険
者が対象

　国民健康保険および後期高齢者医療の被保険者
が、新型コロナウイルスに感染または感染が疑わ
れるために労務に服することができず、給与の全
部または一部を受けることができない場合、傷病
手当金の支給を受けれれます。
　申請には、医師の意見書（医療機関を受診した
場合）および事業主の証明書が必要となります。
必要書類などの詳細について事前に町住民生活課
までお尋ねください。
▶支給対象者
　次の①から④のすべてに該当する方
① 甲佐町国民健康保険または後期高齢者医療の被
保険者

② お勤め先から給与の支払いを受けている方で、

新型コロナウイルスに感染、または発熱等の症
状があり、感染が疑われる方
③ 感染または感染疑いの症状により、その療養の
ために労務に服することができず、その期間が
３日間を超える方
④ 労務に服することができない期間に対する給与
の支払いを受けられない方（支払いを受けるこ
とができる給与の額が傷病手当金より少ない場
合は、その差額を支給します）
▶支給額
　 　直近の継続した３月間の給与収入の合計額を
就労日数で除した金額 × （３分の２） × （労務
に服することができない期間の日数 ー ３日間）
▶対象期間
　 　令和２年１月１日（水）から９月30日（水）
の間で労務に服することができない期間

　町住民生活課　 TEL 096-234-1113

 Information
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Monthly Information

　
「
申
請
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
」
は
、
電
子
申
請
の
方
法
が
わ

か
ら
な
い
方
や
で
き
な
い
方
に
限

定
し
て
補
助
員
が
電
子
申
請
の
入

力
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　

８
月
３
日
（
月
）
〜
10
日

（
月
・
祝
）

▼
開
催
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
（
最
終
受
付　

午
後
３
時
30

分
）

※ 

最
終
日
の
み
午
後
２
時
（
最
終

受
付
午
後
１
時
ま
で
）

▼
開
催
会
場

　

御
船
街
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
南
蔵

（
御
船
町
大
字
御
船
７
９
４
番
地
）

▼
ご
予
約
に
つ
い
て

　

申
請
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
会

場
の
ご
利
用
に
は
予
約
が
必
要
で

す
。
申
請
サ
ポ
ー
ト
対
応
中
は
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
開
催
期
間
中
は
、
直
接

会
場
で
も
予
約
が
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
施
設
な
ど
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
予
約
受
付
電
話
番
号

TEL
０
８
０
‐
４
４
６
９
‐
４
８
１
３

・
予
約
受
付
可
能
時
間

①
８
月
１
日
（
土
）
午
後
３
時
〜

　

午
後
４
時
30
分

②
８
月
２
日
（
日
）
〜
９
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

③
８
月
10
日
（
月
・
祝
）
午
前
９

　

時
30
分
〜
午
後
１
時

▼
必
要
書
類
に
つ
い
て

　

申
請
時
に
必
要
な
書
類
を
必
ず

ご
準
備
く
だ
さ
い
。
必
要
な
書
類

は
「
中
小
法
人
等
」
と
「
個
人
事

業
者
等
」
で
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・ 

持
続
化
給
付
金
事
業
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

（
持
続
化
給
付
金
）申
請
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
お
知
ら
せ

ｉ
お
知
ら
せ

【新型コロナ対策関連】甲佐町事業継続支援金の申請受付が始まりました
 Information

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　

●少年柔道スクール

●卓球教室

●ノルディックウォーキングスクール

●トランポリンスクール

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●放課後自習室

■お問い合わせ先

TEL

　町では、売上が大きく減少している町内の事業者を応援するため、甲佐町
事業継続支援金を支給します。申請書は町地域振興課および町農政課で配布
しています。町公式ウェブサイトにも掲載していますので、ご確認ください。
▶対象
　町内に主たる事業所を有する者で、国の「持続化給付金」（売上が前
年同月比50％以上減少した法人などに最大200万円支給）または県の
「事業継続支援金」（売上が前年同月比30％～50％減少した法人などに最
大20万円支給）の給付（交付）決定を受けた法人および個人事業主（農
業法人および個人農家を含む）
▶支援金
　①国の「持続化給付金」の給付決定を受けた法人または農業法人
　　20万円
　②国の「持続化給付金」の給付決定を受けた個人事業者または個人農家
　　10万円
　③県の「事業継続支援金」の交付決定を受けた法人または農業法人
　　10万円
　④県の「事業継続支援金」の交付決定を受けた個人事業者または個人農家
　　５万円
▶申請方法
　次の書類をご準備の上、法人または個人事業者の方は町地域振興課へ、
農業法人または個人農家の方は町農政課へご提出ください。
　・「甲佐町事業継続支援金交付申請書（兼事業報告書）」
　・「持続化給付金の給付決定通知書の写し」もしくは「事業継続支援
　　金の交付決定通知書の写し」
▶申請受付期間
　６月22日（月）～令和３年３月15日（月）

Ｉ・ＹＯＵ（アユ）スポーツ＆カルチャークラブ事務局

脇坂真規子さん

皆さんの参加をお待ちしてます

　町地域振興課　 TEL 096-234-1154
               町農政課   TEL 096-234-1176
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Monthly Information

　

TEL
０
１
２
０
‐
１
１
５
‐
５
７
０

・
持
続
化
給
付
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

URLhttps://www.jizokuka-kyufu.jp/
「
節
水
が
ん
ば
る
モ
ン
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

水
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
、
貴
重
な
限

り
あ
る
資
源
で
す
。

　

県
で
は
、
水
の
使
用
量
が
多
く

な
る
７
〜
８
月
を
中
心
に
「
節
水

が
ん
ば
る
モ
ン
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
の
出
し
っ
ぱ
な
し
を
や
め
て
、

蛇
口
を
こ
ま
め
に
閉
め
る
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
節
水
を
心
掛
け
、

「
節
水
が
ん
ば
る
モ
ン
（
者
）」
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
環
境
立
県
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
２

甲
佐
高
校
創
立
百
周
年

記
念
式
典
を
延
期
し
ま
す

　

県
立
甲
佐
高
等
学
校
は
、
大
正

９
年
に
上
益
城
郡
立
実
科
高
等
女

学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
12
年
に
県
立
甲
佐
高
等
女
学

校
を
経
て
、
昭
和
23
年
に
男
女
共

学
の
県
立
甲
佐
高
等
学
校
に
な
り

現
在
に
至
り
ま
す
。
今
年
は
、
本

校
が
創
立
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

１
０
０
年
と
な
る
節
目
の
年
を
迎

え
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
創
立
百
周
年
を
記

念
し
て
今
年
10
月
に
式
典
や
記
念

講
演
会
な
ど
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
来
年
へ
延

期
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

瀬
古
利
彦
氏
（
１
９
８
４
年
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

１
９
８
８
年
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
）
の
講
演
会
や
市
川
麻
由

美
氏
（
１
９
９
９
年
セ
ビ
リ
ア
世

界
陸
上
マ
ラ
ソ
ン
出
場
）
の
陸
上

教
室
も
併
せ
て
延
期
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
延
期
後
の
開
催
日
時

　

令
和
３
年
10
月
29
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
甲
佐
高
等
学
校

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
４
１

８
月
２
日（
日
）
宮
内
地
区
で

「
夏
山
カ
フ
ェ
」
を
開
催

　

宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
旧
宮
内
小
学
校
）
で
、
手
作
り

の
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
「
夏
山
カ

フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
旧
校
舎

で
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
主
催

　

パ
ワ
フ
ル
母
ち
ゃ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
自
然
樂
舎
み
や
う
ち
」）

▼
日
時

　

８
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

▼
場
所

　

宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
樂
舎
み
や
う

ち　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
６
２

ｃ
「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」

に

注

意

！

　

警
察
官
や
郵
便
局
員
、
銀
行
員

な
ど
を
名
乗
る
者
か
ら
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に
使
わ
れ
て

い
る
」「
給
付
金
の
関
係
で
口
座

な
ど
を
確
認
し
て
い
る
」「
暗
証

番
号
を
教
え
て
」
な
ど
の
お
金
の

電
話
は
詐
欺
だ
と
疑
い
、
家
族
や

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
電

話
で
個
人
情
報
や
暗
証
番
号
を
教

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
業
者
な
ど
を

装
っ
た
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
に

関
す
る
事
案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～７月～
 Event

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

絵
画
や
写
真
、
手
芸
作
品
な
ど

　

を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か

　町教育委員会では、町生涯学習センター・ギャ
ラリーモールにて展示する作品を募集していま
す。絵画や写真、手芸作品などの文化活動の成果
を発表する場などとして、ぜひご利用ください。

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

▶

・金澤　憲吾様　東京都

・箕浦　秀光様　岐阜県

・森本　勝也様　東京都

・山下　佳介様　熊本市

・宮﨑　邦謙様　熊本市 ほか

▶
2,020,000円

　　　　　　（５月31日現在）

 「前田養蜂園のハチミツ」
こうさんもん No.14

▶
TEL

「ニラみそあられ」
こうさんもん No.15

▶
TEL

▶

URL
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打ち上げ花火

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

見
上
ぐ
れ
ば
心
も
曇
る
梅
雨
の
空
災
害
の
無
い
梅

雨
明
け
祈
る 

白
梅
　
武
人

新
玉
を
切
れ
ば
眼
に
染
む
か
な
し
さ
よ
涙
溢
れ
て

ど
う
に
も
な
ら
ぬ 

塚
原
　
暁
益

に
ぎ
わ
っ
た
仮
設
の
家
が
壊
れ
ゆ
く
皆
に
幸
あ
れ

と
祈
る
日
々
な
り 

緒
方
　
明
美

透
き
通
る
鶯
の
声
竹
林
に
姿
見
え
ぬ
が
歩
み
止
め

聴
く 

吉
永
由
紀
子

放
牧
の
長
閑
な
阿
蘇
の
草
原
に
草
喰
む
牛
に
心
癒

や
さ
る 

池
田
キ
ヨ
子

軒
先
の
花
一
面
に
咲
き
盛
り
淋
し
き
吾
を
癒
し
て

く
れ
る 

赤
星
　
文
子

通
り
道
に
黄
色
き
花
の
咲
き
み
だ
れ
そ
の
彩
り
に

し
ば
し
見
と
れ
る 

上
村
や
す
美

眼
に
見
え
ぬ
コ
ロ
ナ
に
負
け
じ
と
幼
な
児
も
け
な

げ
に
マ
ス
ク
し
て
遊
び
を
り 

内
田
乃
武
子

ぽ
つ
ぽ
つ
と
老
い
の
愚
痴
な
ど
こ
ぼ
れ
落
ち
友
と

五
合
の
酒
飲
み
残
す 

渡
辺

　
幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
「
梅
雨
」

梅
雨
晴
れ
に
誘
わ
れ
田
圃
見
て
廻
る 

日
隈

　
俊
郎

挨
拶
も
雨
で
始
ま
る
梅
雨
に
入
り 

清
川
み
ど
り

　
「
若
者
」

若
者
に
恥
の
文
化
が
遠
く
な
る 

川
村
　
文
子

若
者
の
街
で
余
命
を
暖
め
る 

渡
辺

　
幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

　
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
並
べ
な
ん 

広
田
み
ど
り

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
　

凍
結
防
止
知
っ
と
る
か 

下
山
　
千
恵

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

　

セ
ー
ル
会
場
駆
け
回
り 

志
垣

　
　
光

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
　

生
き
返
ら
せ
た
石
清
水 

佐
藤
　
　
葵

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

　
そ
ぎ
ゃ
ん
我
が
家
を
覗
か
ん
で 

平
井
や
よ
い

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
　

夜
中
に
起
き
る
二
三
遍 

長
原
　
産
賀

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

　
空
っ
ぽ
だ
ろ
か
出
の
悪
か 

佐
野

　
　
京

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
　
顔
出
す
孫
に
癒
や
さ
る
る 

光
永
　
　
六

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

　
息
せ
き
き
っ
て
孫
の
守
り 

井
元
あ
ざ
み

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
　
ヘ
ソ
ク
リ
た
ま
に
減
っ
て
い
る 

日
高
　
美
里

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
　
あ
の
子
迷
子
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か 

上
田
　
梅
清

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
　
火
種
は
油
断
出
来
ん
ば
い 

北
川
　
直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

文
月 

〜
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緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
５

月
下
旬
、
甲
佐
の
自
然
と
濃
厚
接
触

す
る
べ
く
里
山
散
策
に
出
か
け
ま
し

た
。
地
元
の
農
家
さ
ん
な
ど
か
ら
頂

い
た
情
報
を
頼
り
に
向
か
っ
た
先
は
、

山
あ
い
の
小
さ
な
川
の
ほ
と
り
。

　

今
月
号
の
表
紙
で
は
、
そ
こ
で
出

会
っ
た
命
の
輝
き
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
条
件
が
良
か
っ
た
の

か
、
里
山
を
舞
う
多
く
の
蛍
火
に
出

会
え
ま
し
た
。

　

火
と
言
え
ば
、
皆
さ
ん
は
６
月
１

日
夜
、
甲
佐
の
夜
空
に
突
如
咲
い
た

花
火
を
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
。

翌
朝
の
熊
本
日
日
新
聞
の
１
面
を
見

て
知
っ
た
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

今
月
号
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
終

息
を
願
っ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火

も
写
真
と
共
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

町
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
打
ち
上
げ
の
様

子
の
動
画
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
と
）

ひとの動き（敬称略）

 住　所  氏　名      性別   保護者

東寒野　髙見　笑
わ か

花　女　拓　郎

早　川　庄村　芽
め い

依　女　恵理子

早　川　木村　心
こ は な

咲　女　寿璃斗

緑　町　道上　　朔
さく

　男　雄一郎

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,038 ▲11

女 5,485 ▲４

計 10,523 ▲15

世帯数 4,326 ６

令和２年５月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名       年齢   世帯主

上早川　井上　都子　80　和　臣

早　川　東　　和子　83　敬　浩

田　口　大嶋　　賢　99　芳　弘

仁田子　藤原　　昇　58　　昇

５月11日（月）～６月10日（水）

ご結婚おめでとう
marriage

［

作り方

①ズッキーニは良く洗い、５～

８㍉の輪切りにします。

②ニンニクは薄皮を剥いたら、

包丁の根元で叩いて潰します。

③サラダ油をフライパンで熱し

たら潰したニンニクを入れて、

香りが出るまで中火でじっく

り焼きます。

⑤輪切りにしたズッキーニを重

ならないようにフライパンに

広げて、焼き色が付くまで焼

いていきます。

⑥火が通ったら塩コショウで味

を付けます。

⑦最後にバターまたはマーガリ

ンを入れて、全体に馴染ませ

たら出来上がりです。

ズッキーニのニンニク炒め

ご存知ですか？

材　料（４人分）

ズッキーニ　……………… ２本
ニンニク　………………… ３片
サラダ油　…………… 大さじ２
塩コショウ　……………… 適量
バターまたはマーガリン
　　　　　　………… 大さじ１

　　カボチャの仲間であるズッ

キーニは煮物や焼き物など色ん

な料理ができますが、生でも食

べられるってご存じですか？

　軽く塩もみしてドレッシング

で和えても美味しいですよ。

　βカロテンやビタミンＣ、カ

リウムなど栄養たっぷりのズッ

キーニ。カリウムは、むくみを

改善し血圧も下げてくれますし、

βカロテンの抗酸化作用は免疫

力アップにつながります。

　ズッキーニは傷みやすい野菜

です。たくさん頂いたときは１

本ずつ新聞紙でつつんで冷暗所

で保存するとおいしさが長持ち

しますよ。

　栄養がたくさんつまったズッ

キーニを食べて、感染症などに

負けない元気な体を作りましょ

う。

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　田　口　須藤　知弥

　　妻　田　口　坂本　里恵

　　夫　豊　内　宮地　昭夫

　　妻　熊本市　出田　美久

　　夫　横　田　柴尾　拓郎

　　妻　横　田　徳留　佳奈

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

［

［
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「
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
『
再

開
を
待
っ
て
た
よ
』
と
か
『
久
し

ぶ
り
に
参
加
し
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
よ
』
と
言
っ
て
も
ら
え
た
の
は

す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
明

る
い
笑
顔
で
話
す
の
は
、
３
カ
月

ぶ
り
に
再
開
し
た
介
護
予
防
サ
テ

ラ
イ
ト
事
業
の
運
営
に
取
り
組
む

坂
野
聡
美
さ
ん
（
上
田
口
区
）
と

椿
恵
美
子
さ
ん
（
岩
下
二
区
）。

　

介
護
予
防
と
は
、
高
齢
者
が
で

き
る
限
り
要
介
護
状
態
に
陥
る
こ

と
な
く
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
で
は
、
加
齢

に
伴
う
運
動
機
能
の
低
下
を
予
防

す
る
た
め
の
体
操
や
認
知
機
能
低

下
を
防
ぐ
た
め
の
ゲ
ー
ム
な
ど
を

老
人
い
こ
い
の
家
や
各
地
域
の
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
巡
回
し
な

が
ら
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
て
実
施
し
て
い
る
。

　

２
人
は
同
事
業
に
15
年
以
上
携

わ
っ
て
お
り
、
二
人
三
脚
で
本
町

で
の
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
一
端
を

支
え
て
き
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
３
月
か
ら
活
動
を
休

止
。
こ
こ
ま
で
長
い
期
間
、
活
動

を
行
わ
な
か
っ
た
の
は
初
め
て
と

い
う
坂
野
さ
ん
は
「
活
動
休
止
中

に
認
知
機
能
の
低
下
な
ど
が
進
ん

で
要
介
護
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う

方
が
い
な
い
か
心
配
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
て
安
心
し
ま

し
た
」
と
安
堵
の
表
情
を
見
せ
る
。

　
「
休
止
期
間
中
に
は
、
皆
さ
ん

に
ご
自
宅
で
も
運
動
を
続
け
て
も

ら
う
よ
う
促
す
手
紙
を
書
き
ま
し

た
。
ま
た
、
色
塗
り
な
ど
の
頭
の

体
操
に
な
る
宿
題
を
出
し
た
り
、

電
話
で
近
況
を
確
認
し
た
り
と
で

き
る
限
り
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
た
」
と
椿
さ
ん
。

　

現
在
、
参
加
者
同
士
の
距
離
確

保
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
普
段
行
っ

て
い
る
昼
食
の
提
供
を
取
り
止
め

る
な
ど
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
な

が
ら
試
行
錯
誤
の
毎
日
を
過
ご
す
。

「
重
症
化
し
や
す
い
と
さ
れ
る
高

齢
者
の
感
染
対
策
と
運
動
不
足
に

よ
る
機
能
低
下
の
対
策
を
両
立
さ

せ
つ
つ
、
で
き
る
限
り
皆
さ
ん
と

の
時
間
を
楽
し
み
た
い
で
す
」
と

話
す
２
人
は
参
加
者
の
笑
顔
に
元

気
を
も
ら
い
な
が
ら
地
域
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
明
日
を
支
え
続
け
る
。

2020年（令和２年）７月号

通巻612号
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こうさ広 報

明
る
い
笑
顔
で
地
域
の
高
齢
者
の

暮
ら
し
を
支
え
続
け
る

Kosa
Style
こうさ スタイル

さかの さとみ・つばき えみこ /

甲佐町社会福祉協議会職員とし

て、介護予防サテライト事業の

運営に取り組む。

坂野 聡美さん　椿 恵美子さん
Sakano Satomi　　　　　Tsubaki Emiko

〔上田口区〕　　　　〔岩下二区〕


